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課題名：早期ステージ膵臓がんにおけるゲノム解析による新規分子診療標的の同定（後方視

探索的多施設共同研究）  

  

１．研究の対象  

2006 年 1月～2015 年 12 月の間に当院で膵臓がんの手術を受けられた方の中でステージ 0あ

るいはステージ Iに該当する方 

  

２．研究目的・方法  

本研究では手術で切除された早期ステージの膵臓がん組織を多施設共同研究として集積し、

腫瘍組織中のゲノムの異常を正常組織のゲノムと対比することで網羅的に解析します。解析

結果から早期ステージ膵臓がんに特徴的な遺伝子異常を解明し、膵臓がんが発生進行する機

序を明らかにする、また、膵臓がんの早期診断に有用な分子(遺伝子)を同定することを目的

とします。  

研究期間：2017 年 9 月の本研究が倫理委員会で承認された日から 2021 年 8月 31 日  

  

３．研究に用いる試料・情報の種類  

本研究では以下の診療情報を使用致します。  

 性別，年齢、病歴，既往歴，家族歴，身体所見，血液尿生化学検査データ，画像所見、手術

所見，治療情報，病理所見，術後追跡予後情報等本研究では以下の試料を使用致します。  

 手術で切除され保存されている組織  

本研究で使用した研究試料・情報は研究結果の確認や将来の２次利用に備えて 2023 年 3 月 

31 日まで保存します。  

  

４．外部への試料・情報の提供  

データ，試料は研究主管施設である東北大学大学院医学系研究科病理形態学分野に電子的配

信および宅配便で提供します。提供するデータ，試料は対応表を有する匿名化を行い，対応

表は提供施設の研究責任者が保管・管理します。  

 

また、研究対象者の健康や子孫に受け継がれ得る遺伝的特徴等に関する重要な知見が得られ

た場合の研究結果については、原則として開示することとします。 

 

５．研究組織本研究は以下の施設による多施設共同研究として行われます。 

・機関名、研究責任者名  



 東北大学大学院医学系研究科病理形態学分野、古川徹（研究代表責任者）   

 東北大学病院消化器内科、菅野敦  

 JA 尾道総合病院消化器内科、花田敬士  

 愛知県がんセンター中央病院消化器外科、清水泰博  

手稲渓仁会病院消化器内科、真口宏介   福岡大学筑紫病院消化器内科、植木敏晴  

長野市民病院消化器内科、長谷部修  

 九州大学病院臨床・腫瘍外科、大塚隆生 

 近畿大学医学部消化器内科、竹中 完  

 和歌山県立医科大学第 2内科、北野雅之 

 都立駒込病院消化器内科、菊山正隆 

 金沢大学附属病院放射線科、蒲田敏文  

 川崎医科大学胆膵インターベンション科、吉田浩司 

県立広島病院消化器内科、佐々木民人    

広島大学消化器・代謝内科、芹川正浩  

  東京女子医科大学消化器・一般外科、山本雅一  

  京都府立医科大学人体病理学、柳澤昭夫  

  

６．お問い合わせ先  

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。  

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研

究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。  

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出く

ださい。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。  

  

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先：  

宮城県仙台市青葉区星陵町 2-1 

TEL. 022-717-8149 

FAX 022-727-8053 

E-mail. toru.furukawa@med.tohoku.ac.jp 

  

 研究責任者： 東北大学大学院医学系研究科病理形態学分野、古川徹、教授 

   

◆個人情報の利用目的の通知に関する問い合わせ先  

保有個人情報の利用目的の通知に関するお問い合わせ先：「６．お問い合わせ先」  

※注意事項  



以下に該当する場合にはお応えできないことがあります。＜人を対象とする医学系研究に

関する倫理指針 第 6章第 16の 1(3)＞  

①利用目的を容易に知り得る状態に置くこと又は請求者に対して通知することにより、研究

対象者等又は第三者の生命、身体、財産その他の権利利益を害するおそれがある場合  

②利用目的を容易に知り得る状態に置くこと又は請求者に対して通知することにより、当該

研究機関の権利又は正当な利益を害するおそれがある場合  

  

  

◆個人情報の開示等に関する手続   

当該施設が保有する個人情報のうち、本人の情報について、開示、訂正及び利用停止を請

求することができます。  

  保有個人情報とは、当該施設の役員又は職員が職務上作成し、又は取得した個人情報で

す。 次の 1)または 2)についての相談・問合せについては以下にご連絡ください。   

 

1) 診療情報に関する保有個人情報について  

2) 1)以外の保有する個人情報について  

 

和歌山県立医科大学 第二内科 

川路祐輝 

〒640-0012 和歌山県和歌山市紀三井寺 811-1 

Tel: 073-447-2300(内線: 5217) 

Fax: 073-445-3616 

  

  

  

※注意事項  

以下に該当する場合には全部若しくは一部についてお応えできないことがあります。  

＜人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 第 6章第 16 の 2(1)＞  

①研究対象者等又は第三者の生命、身体、財産その他の権利利益を害するおそれがある場合  

②研究機関の研究業務の適正な実施に著しい支障を及ぼすおそれがある場合  

③法令に違反することとなる場合  

  

  

  


